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研究成果の概要（和文）：タイ南部沿岸域において造成したモザイク状の海草藻場、外縁が凹凸の海草藻場およ
びコントロール海草藻場において出現する魚類群集の構造を調べたところ、種数には違いは見られないものの総
個体密度は外縁が凹凸の造成海草藻場でやや高くモザイク状の造成海草藻場でやや低いという傾向がごくわずか
に認められた。また、出現各種の密度パターンは外縁が凹凸の造成海草藻場とコントロールで相対的に類似性が
高かったが、モザイク状の海草藻場ではこれらの区とはやや異なっていた。ハビタットの等質性やエッヂの形状
などが群集構造にもたらす影響を明らかにするためには今後さらにモニタリングを継続する必要がある。

研究成果の概要（英文）：Fish assemblage structures in planted seagrass habitats with mosaic 
structure (mixture of planted seagrass and open sand/mud areas) and with concavo-convex edge and 
also control planted seagrass habitats were investigated in a coastal area in southern Thailand. 
While total fish species numbers did not differ among these experimental quadrats, total fish 
densities tended to be slightly higher in planted seagrass habitats with concavo-convex edge and 
lower in the habitats with mosaic structure though the differences being not statistically 
significant. Density patterns of component species of the assemblages in the former were relatively 
similar to those in the controls, while some differences were recognized between the latter and 
others. Further studies and a continuous monitoring are evidently needed to clarify the effects of a
 various aspects of habitat structure including heterogeneity, edge structures and also other 
factors on seagrass fish assemblages.

研究分野： 魚類生態学
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図1．造成海草藻場の模式図（上から見た図）
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附図．各実験区の出現種の内訳
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１．研究開始当初の背景 
海草藻場は沿岸生態系の生物多様性を支

え、また地域漁業資源の維持にも貢献する重
要なハビタットである。しかしタイ南部では
人為的攪乱などにより海草藻場が衰退・消失
しつつある。したがって、海草藻場造成等に
よる環境修復が喫緊の課題となっている。 
前科研研究課題においては主に海草藻場の
面積などに注目して野外実験を行い、造成海
草藻場の面積が大きいほど出現する魚類の
種数が多くなる傾向がみられること、魚類や
無脊椎動物が安定的に出現するためには造
成海草藻場はある程度以上のサイズが必要
である可能性があることなどを明らかにす
ることができた。しかし同時に、海草藻場の
動物群集構造のバリエーションはこれらの
要素のみでは説明ができない場合も多いこ
とも判明した。例えば、面積の小さな海草藻
場ではほとんど魚類や大型甲殻類が出現し
ない場合もあるが、面積は小さいにもかかわ
らず生息する動物の種多様性や個体密度が
非常に高い海草藻場もしばしばみられる。こ
のような現象は前課題で注目した要素だけ
では説明できない。したがって、エッヂの形
状等の他の要素が海草藻場の動物群集に与
える影響についても解明する必要がある。同
じ面積の海草藻場でもより種多様性・個体密
度の高い動物群集が生息できるメカニズム
などがわかれば、より効率的に水産資源回復
や環境修復に貢献できる海草藻場の造成デ
ザインの解明につながる可能性がある。 
 
２．研究の目的 

本研究ではタイ南部沿岸域において様々
な構造を持った海草藻場を造成する野外実
験などを行うことで、より種多様性・個体密
度の高い動物群集が棲みつく海草藻場の造
成デザインを明らかにすることを目的とし
た。すなわち本研究期間においては前期間に
造成した面積の異なる海草藻場に加え、新た
に造成した等質性やエッヂの形状が異なる
海草藻場において動物群集のモニタリング
を行い、天然海草藻場との間で群集構造を比
較することで、これらの要素が海草藻場動物
群集の種多様性や個体密度等にどのような
影響を与えるのか明らかにすることにした。
また、期間中にみられた砂泥地から Halophila 
ovalis 海草藻場へのハビタット遷移（海草藻
場造成の自然の実験）が動物群集構造にどの
ような変化をもたらすか等についても調べ
ることにした。 
 
３．研究の方法 
本研究はタイ国南部トラン県シカオの沿

岸域において行った。 
（1）前科研研究期間に調査地の砂泥地に
Enhalus acoroides の栽培苗を植えつけて造成
した 1×1m、3×3m、5×5m の海草藻場（以降、
小、中、大型造成海草藻場）において 2015
年 12 月まで毎月 1 回目視観察を行い、出現

各魚種の個体数等を記録し、種数や個体数な
どがどのように変遷するのか調べた。また、
調査地内に散在する天然の E. acoroides が構
成する面積が≪1m2、約 1～2.5m2、約 6～26 m2

の海草藻場（以降、極小、小、中、大型天然
海草藻場）および砂泥地においても同様の観
察を行い、群集構造を比較した。 
 
（2）砂泥地に Enhalus acoroides の栽培苗を植
えつけて造成したモザイク状の海草藻場、外
縁が凹凸の海草藻場およびコントロール区
（図 1）において目視観察を行い出現各魚種
の個体数等を記録し、それらの間で群集構造
を比較した。 

 
（3）本調査期間中、調査地において、オー
プンな砂泥地であった場所に小型の海草
Halophila ovalis が侵入し、新たに海草藻場が
形成された。このようなハビタット遷移は海
草藻場造成を模した自然の実験といえる。そ
こで、この H. ovalis 海草藻場、および近隣の
砂泥地とで動物群集構造のモニタリングを
行った。 
 
４．研究成果 
（1）2012 年 1 月の造成時（前科研研究期間）
から 2015 年 12 月まで毎月 1 回、1×1 m、3×3 
m、5×5 m の造成海草藻場において行った目
視観察により、64 種の魚類が記録された。（表
1）。このうち 47 種が天然海草藻場にも出現
しており（天然海草藻場出現魚種の約 75％に
相当。表 1 附図）、その中には Halichoeres 
bicolor など海草藻場を特徴付けるものや
Lethrinus lentjan など地元漁業の対象種の稚
魚も含まれていた。また、出現個体の多くが
各種の稚魚などの体の小さな魚類であった。 

前科研研究期間終了時の 2013 年 3 月の時
点では造成海草藻場における魚類群集構造
は天然海草藻場のそれとはかなり異なって
おり、例えば総個体密度が前者でより低いな



どの違いがみられた。しかし経時的に両者の
差は小さくなり、2015 年の雨季終期（10～12
月）にはほとんど違いがみられなくなった
（図 2）。これらの結果から、造成海草藻場は
適切にデザイン／管理されている場合には
天然海草藻場と同様の機能を果たすように
なる可能性があること、ただし実際にそうな
るまでには相当の時間がかかることなどが
わかった。 

 
（2）造成したモザイク状の海草藻場、外縁
が凹凸の海草藻場およびコントロール区に
おいて 2017 年 1～3 月に目視観察で記録され
た魚類の種数や総個体密度等を図 3 に示した。

これらの造成海草藻場にはほぼ同数の魚種
が出現し、それらの中には水産上重要種も含
まれていた。また、出現した個体の多くは稚
魚などの小型の個体であった。総個体密度は
外縁が凹凸の造成海草藻場でやや高くモザ
イク状の造成海草藻場でやや低いという傾
向がごくわずかに認められたものの、有意な
違いは検出できなかった。出現各種の密度パ
ターンは外縁が凹凸の造成海草藻場とコン
トロール区で相対的に類似性が高かったが、
モザイク状の海草藻場ではこれらの区とは
やや異なっていた。造成海草藻場が天然海草
藻場と同様の機能を果たすようになるには
相当の時間がかかる［上記（1）の研究結果］
ことからも明らかなように、ハビタットの等
質性やエッヂの形状などの海草藻場の構造
が生息する動物群集構造にもたらす影響を
解明し、種多様性・個体密度の高い動物群集

が生息できる海草藻場の造成デザインを解
明するためには、今後さらにモニタリングを
継続し、研究を発展させていく必要がある。 
 
（3）調査地で生じたオープンな砂泥地から
Halophila ovalis 海草藻場へのハビタット遷移
が生息する魚類群集へどのような影響を与
えるのか、目視観察で調べたところ、新たに
形成された海草藻場における魚類群集の構
造は周囲の砂泥地と明確に異なることがわ
かった。種数にはハビタット間で違いが無か
ったものの（海草藻場 30 種、砂泥地 29 種）、
総個体密度は海草藻場のほうが有意に低か
った（海草藻場 2.28 個体/25m2、砂泥地 3.33
個体/25m2）。また、群集構成種の密度パター
ンは海草藻場と砂泥地とで明確に異なって
いた（図 4）。さらに、どちらかのハビタッ

トにのみ出現する種や密度がどちらかのハ
ビタットで有意に多い種がみられた。このよ
うな違いは餌の量や獲りやすさが両ハビタ
ットで異なることや、各種の微細生息場所に
対する選好性の違いなどに起因するものと
考えられた。また、海草藻場だけでなく砂泥
地にもSillago aeolus等の水産上重要種の稚魚
なども含む魚類からなる独特の群集が生息
していることが示された。したがって、沿岸
生態系の生物多様性を高く保ち，また地域漁
業を今後も継続的に行っていくためには、海
草藻場と砂泥地の双方を保全の対象とみな
す必要があると考えられる。 
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図2. 2015年10–12月における造成海草藻場（1×1m等と略記）、
天然海草藻場（極小等と略記）および砂泥地に出現した魚類の種数
（棒の上の数字）と総個体密度、および各種の密度を基にした実験区
間の類似度を用いて行ったクラスター解析により得られたデンドログ
ラム。棒グラフの縦線は標準偏差。
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図3. 2017年1–3月における造成海草藻場（凹凸等と
略記）に出現した魚類の種数（棒の上の数字）と総
個体密度、および各種の密度を基にした実験区間の
類似度を用いて行ったクラスター解析により得られ
たデンドログラム。棒グラフの縦線は標準偏差。
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図4. 新たに形成されたHalophila ovalis海草藻場（H. 
ovalisと略記）と周囲の砂泥地に出現した各魚種の
密度を基にしたハビタット間の類似度を用いて行っ
たクラスター解析により得られたデンドログラム。
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